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復興奉告祭（平成27年7月20日）

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
当
八
幡
神
社
の
諸
般
に
つ
き

ま
し
て
は
種
々
ご
高
配
に
あ
ず
か
り
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
本
年
平
成
二
十
九
年
は
丁
酉

（
ひ
の
と
と
り
）
の
年
と
な
り
ま
す
。

「
丁
（
ひ
の
と･

て
い
）
」
は
十
干
の

四
番
目
に
当
た
り
、
火
の
陰
で
夏
を
示

す
こ
と
か
ら
草
木
が
育
ち
芽
が
伸
び
て

い
く
様
を
表
し
、
ま
た
釘
を
形
取
っ
た

も
の
で
、
ま
っ
す
ぐ
安
定
す
る
と
い
う

意
味
で
す
。

「
酉
（
ゆ
う･

と
り
）
」
は
十
二
支
の

十
番
目
で
す
。
酉
の
方
角
は
秋
を
示
し
、

酉
の
月
は
酒
造
り
の
季
節
に
当
た
る
こ

と
か
ら
も
と
も
と
口
の
細
い
酒
壺
を
描

い
た
「
酉
」
の
字
が
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
果
実
な
ど
が
「
実
る
」
と
い
う

こ
と
も
表
し
て
い
ま
す
。
丁
酉
の
年
は

昨
年
の
成
果
が
よ
り
大
き
く
確
実
な
も

の
と
な
っ
て
い
く
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
酉
に
は
動
物
の
鶏
が
充
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
鶏
は
夜
明
け
の
時
を
告
げ
、

不
安
な
闇
を
取
り
払
い
、
夢
や
希
望
に

満
ち
た
新
た
な
一
日
を
呼
ぶ
と
て
も
縁

起
の
い
い
生
き
物
で
す
。
こ
の
丁
酉
の

一
年
が
明
る
く
豊
か
な
年
と
な
る
こ
と

を
願
う
次
第
で
す
。

本
年
八
月
の
例
大
祭
に
お
き
ま
し
て
、

戦
後
初
め
て
と
な
り
ま
す
御
本
社
神
輿

の
神
幸
祭
を
執
り
行
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
は
何
卒

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

末
筆
な
が
ら
我
が
国
の
安
寧
と
発
展
そ

し
て
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
の
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月

本
年
八
月
十
一
日
（
金
・
山
の
日
）、

御
本
社
神
輿
神
幸
祭
を
執
り
行
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
追
っ
て
お
知
ら

せ
を
い
た
し
ま
す
が
、
氏
子
崇
敬
者
の

皆
様
に
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
衷
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

御
本
社
神
輿
の
神
幸
祭
（
渡
御
）
と

は
、
普
段
神
社
に
お
鎮
ま
り
の
大
神
の

御わ
け
み
た
ま

分
霊
を
御
本
社
神
輿
に
お
遷
り
い
た

だ
き
お
社
を
離
れ
て
氏
子
町
会
を
練
り

歩
く
祭
儀
で
す
。
氏
子
の
皆
様
の
身
近

を
御
分
霊
が
巡
り
、
氏
子
地
域
の
安
寧

と
氏
子
の
皆
様
方
の
ご
健
勝･

ご
発
展

を
ご
祈
念
す
る
重
要
な
お
祭
り
で
す
。

当
八
幡
神
社
の
御
本
社
神
輿
は
昭
和

二
十
年
三
月
の
空
襲
に
よ
り
残
念
な
が

ら
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
戦
後

七
十
年
の
節
目
と
な
る
平
成
二
十
七
年
、

氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
の
多
大
な
る
お
力

添
え
に
よ
り
復
興
が
な
さ
れ
、
同
七
月

二
十
日
に
御
本
社
神
輿
の
御
神
霊
の
分

祀
祭
並
び
に
復
興
の
奉
告
祭
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
社
の
神
幸
祭
は
江
戸
の
頃
よ
り
執

り
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
天
保
九
年

（
一
八
三
九
）
刊
の
「
東
都
歳
時
記
」

に
は
「
西
ノ
久
保
八
幡
宮 

別
當
普
門

院　

毎
年
神
輿
産
子
の
町
を
渡
し
、 

西

久
保
大
通
り
へ
御
旅
所
を
儲
け
て
十
三

日
よ
り
御
旅
出
あ
り
。」
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
旧
御
本
社
神
輿
は
そ
の

大
き
さ
故
牛
車
で
神
幸
祭
が
執
り
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
戦
争
に
よ
り
中
断

さ
れ
、
戦
渦
の
拡
大
す
る
中
焼
夷
弾
が

神
輿
庫
を
直
撃
す
る
と
い
う
憂
き
目
に

遭
い
ま
し
た
。

戦
後
、
氏
子
地
域
は
目
覚
ま
し
い
復
興

を
遂
げ
、
今
も
目
ま
ぐ
る
し
く
成
長
し

続
け
て
い
ま
す
。
途
絶
え
て
久
し
い
神

幸
祭
の
復
活
は
、
地
域
の
伝
統
復
活
の

一
つ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
新
た
な
時
代

に
御
神
威
の
発
揚
を
期
し
て
氏
子
の
連

帯
・
連
携
を
よ
り
一
層
深
め
新
た
な
伝

統
を
築
き
そ
し
て
継
承
し
て
い
く
こ
と

が
、
今
後
の
更
な
る
氏
子
の
発
展
へ
と

つ
な
が
る
も
の
と
信
ず
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

本
年
の
神
幸
祭
斎
行
に
あ
た
り
、
何
卒

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。



西
久
保
八
幡
神
社
の
周
辺
に
は
数
々
の

史
跡
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
そ
の
い
く

つ
か
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

義
士
洗
足
の
井
戸

　

港
区
虎
ノ
門
二
―

九
―

十
六

旧
暦
元
禄
十
五
年
十
二
月
二
十
四
日

（
一
七
〇
三･

一･

三
〇
）
、
大お
お
い
し石

内く
ら
の
す
け

蔵
助
以
下
四
十
七
人
の
吉き

ら良
邸
に
侵

入
し
吉き
ら
こ
う
ず
け
の
す
け

良
上
野
介
を
討
ち
取
っ
た
後
、

主
君
浅あ
さ
の
た
く
み
の
か
み

野
内
匠
頭
の
墓
前
に
報
告
の
た

め
泉
岳
寺
に
向
か
う
途
中
、
吉よ
し
だ田
忠ち
ゅ
う
ざ左

衛え
も
ん門
と
富と
み
の
も
り
す
け
え
も
ん

森
助
右
衛
門
の
両
名
を
大
目

付
仙せ
ん
ご
く
ほ
う
き
の
か
み

石
伯
耆
守
邸
に
自
首
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
際
二
人
が
足
を
洗
っ
た
場
所
で
す
。

乃
木
将
軍
縁
故
の
地

　

港
区
虎
ノ
門
一
―

二
十
二
―

十
五

日
露
戦
争
の
旅
順
攻
囲
戦
の
指
揮
を
執

り
、
明
治
天
皇
崩
御
後
殉
死
し
た
こ
と

で
も
有
名
な
乃の
ぎ
ま
れ
す
け

木
希
典
は
生
ま
れ
も
六

本
木
で
港
区
に
は
大
変
縁
の
深
い
人

物
で
す
が
、
こ
の
地
は
明
治
十
一
年

（
一
八
七
八
）
か
ら
一
年
あ
ま
り
を
過

ご
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
短
期
間
で
し
た

が
結
婚
と
長
男
誕
生
と
い
う
転
機
を
迎

え
た
地
で
す
。

旧
紀
州
徳
川
家
屋
敷
跡

　

港
区
麻
布
台
一
―

五
―

十
五

旧
上
杉
家
中
屋
敷
麻
布
邸
跡
で
あ
り
、

徳
川
御
三
家
の
一
つ
の
旧
紀
州
和
歌
山

藩
主
徳
川
家
が
明
治
維
新
後
、
麹
町
や

赤
坂
の
拝
領
屋
敷
を
政
府
に
返
納
し
、

屋
敷
を
構
え
た
場
所
で
す
。
英
国
留
学

経
験
の
あ
る
第
十
五
代
当
主
徳
川
頼よ
り
み
ち倫

は
、
わ
が
国
最
初
の
私
立
図
書
館
で
あ

る
南な
ん
き葵

文
庫
を
設
立
し
、
ま
た
「
音
楽

の
殿
様
」
と
呼
ば
れ
た
第
十
六
代
当
主

徳
川
頼よ

り
さ
だ貞
は
、
本
格
的
な
音
楽
ホ
ー
ル

と
し
て
は
わ
が
国
最
初
と
な
る
南
葵
楽

堂
や
、
音
楽
関
係
資
料
を
集
積
し
た
南

葵
音
楽
文
庫
を
こ
の
地
に
開
設
し
ま
し

た
。

島
崎
藤
村
旧
居
跡

　

港
区
麻
布
台
三
―

四
―

十
七

詩
人
・
小
説
家
島
崎
藤
村
が
大
正
七

年
（
一
九
一
八
）
か
ら
昭
和
十
一
年

（
一
九
三
六
）
、
七
十
一
年
の
生
涯
の

う
ち
四
十
七
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の

十
八
年
間
を
過
ご
し
た
地
で
す
。
「
初

恋
」
な
ど
を
収
め
た
詩
集
「
若
菜
集
」

や
小
説
「
破
壊
」
な
ど
数
々
の
作
品
が

あ
り
ま
す
が
、
「
飯
倉
だ
よ
り
」
や
長

編
小
説
「
夜
明
け
前
」
は
こ
の
地
で
書

か
れ
ま
し
た
。  
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平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）

ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
二
期
目
就
任

中
部
国
際
空
港
開
港

愛
知
万
博
「
愛
・
地
球
博
」
が
開
幕

ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
発
生

モ
ナ
コ
大
公
レ
ー
ニ
エ
三
世
死
去

ロ
ー
マ
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十
六
世
誕
生

メ
ル
ケ
ル
が
独
首
相
就
任

   

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）

ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
領
就
任

オ
ー
ド
リ
ー 

ヘ
プ
バ
ー
ン
死
去

皇
太
子
と
小
和
田
雅
子
結
婚
の
儀

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
発
足

《
誕
生
》
き
ゃ
り
ー
ぱ
み
ゅ
ぱ
み
ゅ･

西

内
ま
り
や･

武
井
咲

   

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）

レ
ー
ガ
ン
米
大
統
領
就
任

レ
ー
ガ
ン
米
大
統
領
銃
撃
事
件

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
初
打
ち
上
げ

ミ
ッ
テ
ラ
ン
仏
大
統
領
就
任

エ
イ
ズ
の
発
見

仏
高
速
鉄
道
Ｔ
Ｇ
Ｖ
運
行
開
始

《
誕
生
》
要
潤･

和
田
毅･

奥
田
恵
梨
華･

新
垣
仁
絵･

岩
隈
久
志･

松
井
大
輔･

川

崎
宗
則･

柴
咲
コ
ウ･

飯
田
圭
織･

安
倍

な
つ
み･

前
田
遼
一･

六
代
目
中
村
勘
九

郎･

尾
野
真
千
子

   

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）

東
大
安
田
講
堂
事
件

Ｎ
Ｈ
Ｋ
―

Ｆ
Ｍ
本
放
送
開
始

東
名
高
速
道
路
全
区
間
開
通

ア
ポ
ロ
11
号
が
初
の
月
面
有
人
着
陸

金
田
正
一
投
手
が
四
百
勝
達
成

大
菩
薩
峠
事
件

《
誕
生
》
吉
田
栄
作･

福
山
雅
治･

武
豊･

的
場
耕
司･

森
高
千
里･

加
藤
浩
次･

Ｈ

Ｉ
Ｒ
Ｏ･

シ
ュ
テ
フ
ィ 

グ
ラ
フ･

橋
下

徹･
後
藤
田
正
純･

東
幹
久･

伊
藤
み
ど

り･

渡
辺
美
奈
代･

山
瀬
ま
み･

石
田
ゆ

り
子･

及
川
光
博･
堀
内
健･

大
黒
摩
季･

東
貴
博

   

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）

日
本
の
越
冬
隊
が
南
極
大
陸
初
上
陸

岸
信
介
内
閣
成
立

コ
カ
・
コ
ー
ラ
日
本
で
販
売
開
始

初
の
五
千
円
紙
幣
発
行

長
嶋
茂
雄
巨
人
軍
入
団
決
定

百
円
硬
貨
発
行

《
誕
生
》
秋
野
暢
子･

柴
門
ふ
み･

段
田

安
則･

石
破
茂･

ラ
モ
ス
瑠
偉･

か
た
せ

梨
乃･

山
下
泰
裕･

大
竹
し
の
ぶ･

戸
田

恵
子･

東
国
原
英
夫･

天
童
よ
し
み･

中

嶋
常
幸･

岡
田
彰
布･

夏
目
雅
子

   

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）

ソ
連
軍
が
ワ
ル
シ
ャ
ワ
を
占
領

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
米
大
統
領
四
期
目
開
始

ソ
連
軍
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
解
放

ヤ
ル
タ
会
談

米
軍
マ
ニ
ラ
占
領

米
軍
沖
縄
本
島
上
陸

鈴
木
貫
太
郎
内
閣
成
立

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
米
大
統
領
急
逝

ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
に
昇
格

独
総
統
ヒ
ト
ラ
ー
自
殺

ベ
ル
リ
ン
陥
落

米
軍
沖
縄
占
領

広
島
に
原
爆
投
下

ソ
連
が
日
本
に
宣
戦
布
告

長
崎
に
原
爆
投
下

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
連
合
国
最
高
司
令
官
就
任

玉
音
放
送

満
州
国
皇
帝
愛
新
覚
羅
溥
儀
退
位

シ
ベ
リ
ア
抑
留

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
厚
木
飛
行
場
到
着

戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
で
降
伏
文
書
調
印

ソ
連
軍
北
方
領
土
を
占
領

神
道
指
令

《
誕
生
》松
原
智
恵
子･
ボ
ブ 

マ
ー
リ
ィ･

逸
見
政
孝･

谷
垣
禎
一･
吉
永
小
百
合･

ロ
ド
リ
ゴ 

ド
ゥ
テ
ル
テ･
エ
リ
ッ
ク 

ク

ラ
プ
ト
ン･

阿
木
燿
子･

松
島
ト
モ
子･

黒
鉄
ヒ
ロ
シ･

タ
モ
リ･

フ
ラ
ン
ツ 
ベ
ッ

ケ
ン
バ
ウ
ア
ー･

水
前
寺
清
子･

樋
口
久

子･

櫻
井
よ
し
こ

   

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）

ヒ
ト
ラ
ー
独
首
相
就
任

三
陸
地
方
大
地
震

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
米
大
統
領
就
任

皇
太
子
明
仁
親
王
（
今
上
天
皇
）
誕
生

《
誕
生
》
渡
辺
貞
夫･

オ
ノ 

ヨ
ー
コ･

浅

利
慶
太･

永
六
輔･

扇
千
景･

伊
丹
十
三

金
田
正
一･

黒
柳
徹
子･

大
山
の
ぶ
代･

草
笛
光
子･

渡
辺
淳
一･

藤
子
Ｆ
不
二

雄･

宍
戸
錠

   

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）

ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
米
大
統
領
就
任

日
本
メ
ー
ト
ル
法
公
布

シ
ャ
ネ
ル
の
香
水
「
№
５
」
発
売

上
海
で
中
国
共
産
党
創
立
大
会

原
敬
暗
殺
事
件

高
橋
是
清
内
閣
成
立

皇
太
子
裕
仁
親
王
摂
政
就
任

《
誕
生
》
土
井
勝･

盛
田
昭
夫･

由
利
徹･

イ
ブ 

モ
ン
タ
ン･

チ
ャ
ー
ル
ズ 

ブ
ロ
ン

ソ
ン

   

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）

タ
フ
ト
米
大
統
領
就
任

ジ
ャ
ン
ヌ 

ダ
ル
ク
列
福

味
の
素
発
売

両
国
国
技
館
落
成

代
々
木
練
兵
場
設
置

伊
藤
博
文
暗
殺

米
海
軍
真
珠
湾
に
基
地
建
設

《
誕
生
》
水
原
茂･

淀
川
長
治･

太
宰
治･

土
門
拳･

上
原
謙･

小
森
和
子･

田
中
絹

代

   

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）

京
都
帝
国
大
学
創
立

日
本
勧
業
銀
行
創
立

金
本
位
制
実
施

《
誕
生
》
イ
レ
ー
ヌ 

ジ
ョ
リ
オ
＝

キ
ュ

リ
ー･

大
佛
次
郎

　年
の
出
来
事 ･

　

 

年
生
ま
れ
の
有
名
人

前　厄 本　厄 後　厄

男

性

２４才（戌） ２５才（酉） ２６才（申）

平成  ６ 年生 平成  ５ 年生 平成  ４ 年生

４１才（巳） ４２才（辰） ４３才（卯）

昭和５２年生 昭和５１年生 昭和５０年生

６０才（戌） ６１才（酉） ６２才（申）

昭和３３年生 昭和３２年生 昭和３１年生

女

性

１８才（辰） １９才（卯） ２０才（寅）

平成１２年生 平成１１年生 平成１０年生

３２才（寅） ３３才（丑） ３４才（子）

昭和６１年生 昭和６０年生 昭和５９年生

３６才（戌） ３７才（酉） ３８才（申）

昭和５７年生 昭和５６年生 昭和５５年生

※年齢は数え年です


